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阪神・淡路大震災 15 周年記念事業 

 

第 1 回防災・社会貢献ディベート大会 

 

報 告 書 
 

 

 

2010 年 3 月 22 日（月・祝） 8：40～18：00 

神戸学院大学ポートアイランドキャンパスにて 

 

 

 

 

 

 

 

主催 第 1回防災・社会貢献ディベート大会実行委員会（構成団体：神戸学院大学、兵庫県、神戸学院大学附属高等学校、兵庫

県立舞子高等学校、有限会社イメージリンク、株式会社シー・ディー・シー・インターナショナル） 

共催 TKK3大学連携プロジェクト（東北福祉大学、工学院大学、神戸学院大学）、ポーアイ 4大学連携推進センター（神戸女子

大学、兵庫医療大学、神戸女子短期大学、神戸学院大学） 

技術・審査指導  岡野勝志氏（株式会社プロコンセプト研究所 代表取締役） 

運営・競技指導  中田敬司氏（東亜大学医療学部准教授、神戸学院大学客員教授） 

協賛 特定非営利活動法人映像記録、有限会社新進堂印刷所、株式会社アマノ、株式会社一藝社、株式会社晃洋書房、株式会社

人文書院 

後援  アジア防災センター、国際復興支援プラットフォーム、財団法人兵庫県国際交流協会、阪神淡路大震災記念人と防災未来

センター、JICA 兵庫、朝日新聞社、共同通信社神戸支局、神戸新聞社、産経新聞神戸総局、時事通信社、日本経済新聞

社神戸支社、毎日新聞社、読売新聞大阪本社、サンテレビジョン、NHK神戸放送局、株式会社エフエムわいわい、株式会

社ラジオ関西、CODE海外災害援助市民センター、NGO活動教育研究センター 
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当日のプログラム                                  

時間 プログラム 

08：40～08：55 開会式 

○開会あいさつ 岡田芳男 学長 

○ルール説明など 審査委員長 岡野勝志氏 

○予選リーグ対戦表発表 
 

09：05～12：45 予選リーグ（ブロック A～D） 

 ○各リーグ会場にて、選手・審査員紹介 

○第一試合（09：10～10：00） 

○第二試合（10：05～10：55） 

○第三試合（11：00～11：50） 

○第四試合（11：55～12：45） 
 

13：30～13：35 午後の部開会 

○開会あいさつ 前林清和 実行委員長 
 

13：35～14：25 講演会「災害に強い街づくり～今私たちのなすべきこと～」 

中田敬司氏（東亜大学医療学部准教授、神戸学院大学客員教授） 
 

14：25～14：45 予選リーグ総評・判定、準決勝進出チーム発表 

 ○ブロック A 総評：審査員 鈴木昭彦氏 

 ○ブロック B 総評：審査員 竹末耕三氏 

 ○ブロック C 総評：審査員 蓮尾耕司氏 

 ○ブロック D 総評：審査員 須釜幸男氏 

準決勝組み合わせ抽選 
 

15：00～16：05 準決勝 

 ○第一試合：広島四季が丘自主防災チーム 対 front of WOODz（神戸学院大学） 

 ○第二試合：東亜大学 Life チーム（東亜大学） 対 BODY（神戸学院大学） 
 

16：20～17：25 決勝 

 front of WOODz 対 東亜大学 Life チーム 
 

17：25～17：35 決勝戦講評、大会総評（審査委員長 岡野勝志氏） 
 

17：40～17：55 表彰式 
 

17：55～18：00 閉会式 

○閉会あいさつ 実行委員 小山達也氏（兵庫県企画県民部防災企画課防災事業係長） 
 

 

※この事業は「ひょうご安全の日推進県民会議」の助成を受けて実施しました。
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大会の記録  ～論題「自主防災組織の育成は最も優先すべき防災対策である」～ 

<ブロック A> 

○予選リーグ 

スケジュール 肯定側 否定側 

第一試合 (09:10～10:00) 

第二試合 (10:05～10:55) 

第三試合 (11:00～11:50)  

第四試合 (11:55～12:45) 

a. 久田研・村上研合同チーム  

c. 佐用高校生徒会  

d. MAIKO GIRLS  

b. BODY  

b. BODY 

d. MAIKO GIRLS 

a. 久田研・村上研合同チーム 

c. 佐用高校生徒会 

 

<ブロック B> 

スケジュール 肯定側 否定側 

第一試合 (09:10～10:00) 

第二試合 (10:05～10:55) 

第三試合 (11:00～11:50)  

第四試合 (11:55～12:45) 

e. 東亜大学Ｌｉｆｅチーム  

g. ちーむカンボラ  

h. TKK連合チーム  

f. 滝川第二高等学校ｲﾝﾀｰｱｸﾄｸﾗﾌﾞ 

f. 滝川第二高等学校ｲﾝﾀｰｱｸﾄｸﾗﾌﾞ 

h. TKK連合チーム 

e. 東亜大学Ｌｉｆｅチーム 

g. ちーむカンボラ 

 

<ブロック C> 

スケジュール 肯定側 否定側 

第一試合 (09:10～10:00) 

第二試合 (10:05～10:55) 

第三試合 (11:00～11:50)  

i. 東北福祉大チーム  

k. RARA PROJECT MAIKO  

j. front of WOODz (略：WOODz)  

j. front of WOODz (略：WOODz) 

i. 東北福祉大チーム  

k. RARA PROJECT MAIKO 

 

<ブロック D> 

スケジュール 肯定側 否定側 

第一試合 (09:10～10:00) 

第二試合 (10:05～10:55) 

第三試合 (11:00～11:50)  

第四試合 (11:55～12:45) 

m. チーム関大   

o. 広島四季が丘自主防災チーム  

p. 都市工学科  

n. 舩木ゼミチーム  

n. 舩木ゼミチーム 

p. 都市工学科 

m. チーム関大 

o. 広島四季が丘自主防災チーム 

 

○決勝トーナメント表 

 
 
 
 
 
 
 
 

B ブロック 

front of WOODz 

（神戸学院大学） 

C ブロック 

東亜大学 Life ﾁｰﾑ 

（東亜大学） 

D ブロック 

BODY 

（神戸学院大学） 

A ブロック 

広島四季が丘 

自主防災チーム 

優勝 
東亜大学Ｌｉｆｅチーム 
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○受賞者 

優勝 ：東亜大学Ｌｉｆｅチーム（東亜大学） 

準優勝：front of WOODz（神戸学院大学） 

3 位（2チーム）：広島四季が丘自主防災チーム、BODY（神戸学院大学） 

 

  

 

   

 

《特別賞》 

実行委員長特別賞：MAIKO GIRLS（兵庫県立舞子高等学校） 

審査委員長奨励賞：間中啓介さん（工学院大学 久田研･村上研合同チーム） 

神田真実さん（神戸学院大学附属高等学校 ちーむカンボラ） 

西谷亜弓さん（兵庫県立舞子高等学校 RARA PROJECT MAIKO）            

中川夏姫さん（関西大学 チーム関大） 

最優秀ディベーター賞：近藤大樹さん（東亜大学 東亜大学Ｌｉｆｅチーム） 

反対尋問技術賞：岡村秀豊さん（広島四季が丘自主防災チーム） 

実行委員特別賞：BODY（神戸学院大学） 
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 本日は、私たちがなすべき防災対策を皆さんと考えていきたいと思

います。 

講演会                                       

「災害に強い街づくり－今私たちがなすべきこと－」 
中田 敬司氏（東亜大学医療学部准教授、神戸学院大学客員教授） 

 

 地震による直接的な加害力と、私たちの持っている防災力との差が

“災害（被害）”となります。そのため、災害・被害を最小限にするに

は、私たちは日々、地震に対する防災力を高め、強化していく必要が

あります。 

災害とは大規模な非常事態をいいます。非常事態とは、その地域が

その対策に非常な努力を必要とする、時には外部や国際的な援助を必要とするものです。 

災害の種類には大きく 3 つあり、自然災害、人為災害、特殊災害です。タイプは 2 つあって、都市型と地方型に分

かれます。 

自然災害では、突発的なものとして、地震、津波、火山の噴火、洪水等々があります。長期的なものとしては、干

ばつ、感染症、砂漠化飢餓、食糧不足等々があります。人為災害で突発的なものは交通事故があり、長期的なものは

難民、被災民、紛争等があります。そして特殊災害は、放射性災害、生物による災害、サリン事件のような化学物質

による災害があります。この頭文字をとって、NBC災害といいます。 

災害医療では、災害サイクルに応じた医療を提供していこうと考えています。災害が起こった 2、3日は命を争う救

急・救命です。地震が起こってからの 1 週間は外傷の患者さんが多いです。1 週間から 3 週間には、大きく分けて 4

種類の患者さんが出てきます。①地震の復旧・復興活動をしていて怪我をしたり、急性期にきちんと治療を受けるこ

とができなくて傷が悪化した外傷の患者さん。②風邪をひいたり、お腹をこわしたり、内科的疾患の患者さん。③糖

尿病や高血圧などの慢性病の患者さん。④急性ストレス反応（ASD：Acute Stress Disorder）や急性ストレス障害な

ど、精神的な症状を訴える患者さん。 

こんなふうにそれぞれの時期に応じて、提供する医療の内容が変わってきます。だからそれに応じた医療を提供し

ていかなければなりません。 

 災害時の支援体制として、全国から支援を求めるには最低 2 日以上かかりますが、その間どうするのかということ

が課題です。最も重要なのは自助です。自分の家や自分自身の身の安全を確保すること。自助ができなければ共助に

はつながりません。家庭の防災対策は自助の強化です。そして

それは共助につながっていきます。それが防災組織になります。

地域を守る地域の活動につなげてください。 

 

この言葉をご紹介して、私の講演を締めくくりたいと思います。 

 

「地震と震災は全く別のものです。地震は私たちの手によって

防ぐことができませんが、震災は私たちの手で最小限にするこ

とはできます。」

http://kotobank.jp/word/%E7%81%BD%E5%AE%B3�
http://kotobank.jp/word/%E3%82%B5%E3%83%AA%E3%83%B3�
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災害を自然災害だけではなく、人的災害も含むものとして捉える。自

主防災組織の育成が地域コミュニティ強化に繋がり、多様化する災害

に強い町作りが可能だと考えている。そのため、自主防災組織の育成

は、もっとも優先すべき防災対策である。 

決勝戦要約                                    

～論題「自主防災組織の育成は最も優先すべき防災対策である」～ 

肯定側  front of WOODz（神戸学院大学 前林ゼミ）    否定側  東亜大学 Life チーム（東亜大学） 

 

【肯定側立論】 

ハードとソフトの両面から論じていく。まずハードであるが、都賀川

（神戸市灘区）の事故の際、川の清掃に関しては行政と住民が連携し

ていたが、防災に関する知識が無かった。無駄のないハード対策を行

うためには、自主防災組織の育成を最も優先する事が必要である。自

主防災組織を形成すれば、国から資機材購入のための助成金がもらえる。次にソフトについてだが、自主防災組織の

育成により、地域に密着した情報を共有することができ、災害だけでなく孤独死の問題や軽犯罪の防止が行える。自

主防災組織の育成を最も優先させることにより、住民に自発性が備わり、自主防災組織への関心も高まる。継続的に

行うことで、よりよい防災対策を行う事ができる。 

 

【否定側反対尋問】 

Q.「自然的な災害だけでなく、人的な災害も多様化しているということでよろしいか？」－A.「はい」 

Q. 「自主防災対策とは自発的参加の責務がある、また行政との関わりがあると言うことでよろしいか？」－A.「はい」 

Q.「阪神淡路大震災で、死者のほとんどが圧迫・窒息死だった事はご存じか？」－A.「はい」 

Q.「何が原因で、圧迫・窒息死が多かったとお考えか？」－A.「家屋の倒壊である」 

Q.「では、建物が壊れなければ、ここまで大きな被害は出なかったということでよろしいか？」－A.「いいえ」 

Q.「住民の自主防災組織への関心がどのぐらいあるのかご存じか？」－A.「はい」 

Q.「どのように意識の向上を行うのか、具体例はあるか？」－A.「防災教育、避難訓練などである」 

 

【否定側立論】 

都賀川の例だけでは不十分である。自主防災組織だけでなく、消

防団を特化・強化すればいいのではないか。自主防災組織と違い

身体の保証があり、手当を受けることができる消防団の方がいい

のではないか。自主防災組織への参加意欲より、消防団に参加す

る意欲の方が強いのではないか。家屋の耐震化により死者数が減

るというデータがあるが、なぜ家屋の倒壊があるにもかかわらず、

阪神大震災のような災害が起きないと言えるのか。肯定側の説明

は、「自主防災組織の育成は、もっとも優先すべき防災対策であ

る」と言う論題に対して論拠不十分である。肯定側は立証責任を

果たしていない。 
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【肯定側反対尋問】 

Q.「消防団を特化することで、救済活動がすべてカバーできるとお考えか？」－A.「いいえ」 

Q.「消防団の立ち位置は、行政でも民間でもないということか？」－A.「消防団は行政が管轄している」 

Q.「すべての建物を耐震化すれば、地震災害による被害は無くなるとお考えか？」－A.「完全にではないが、有効で

ある」 

Q.「自主防災組織ができたことで、助成金が貰えることはご存じか？」－A.「いいえ」 

Q.「建物の耐震化が最も有効であるというお考えでよろしいか？」－A.「最も有効ではなく、自主防災組織も同様に

行っていくべきである」 

Q.「自主防災組織もある程度有効であるとお考えでよろしいか？」－A.「はい」 

 

【否定側第 1 反駁】 

自主防災組織だけでなく、消防団にも資機材の寄与がある。自主防災組織は自発的なもの、意識の向上とあるが「関

心がない・どちらかと言えば関心がない」が半数を占めている状況で、どのように自主防災組織へ参加させるのか。 

それよりも消防団を強化する方がいいのではないか。ただし、自主防災組織を否定している訳ではなく、建物の耐震

化などと同様に必要なものだと考えている。 

 

【肯定側第 1 反駁】 

行政との連携が必要であり、消防団も必要である。しかし、消防団だけでは絶対数が足りていない。孤独死の問題、

軽犯罪を防止したりすることは消防団だけでは難しいのではないか。消防団の力も借りて、自主防災組織を形成する

ことが必要ではないか。60％の住民が、条件が合えば参加したいという意志を持っている。 

 

【否定側第 2 反駁】 

情報共有、孤独死の問題、軽犯罪防止等は消防団でも可能であるため、自主防災組織の育成を最優先する必要はない。

肯定側は立証責任を果たしていない。 

 

【肯定側第 2 反駁】 

お金が掛かるからこそ組織を作ることによって個人の負担が減る。地域に密着した活動ができるからこそ、無駄のな

い防災対策が行える。情報の共有は消防団でもできると言うが、絶対数が足りない。自主防災組織がさらに発展して

いけば情報の共有力があがる。人的災害において、消防団は有効に活動できないのではないか。 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

【結果】6対 3で、東亜大学 Lifeチーム（否定側）の勝利 

【審査委員長 岡野氏による決勝戦講評】 

肯定側は、なぜ犯罪までが災害に含まれるのか、その理由を明確に提示し

ていない。また、自主防災組織の育成が防災対策として“最も優先される

べき”である理由に関しても、最後まで明確に述べることができなかった。

ただ、否定側も消防団が地域住民に対する防災対策すべてを担えるわけで

もないため、自主防災組織の代わりに消防団がなり得るという論旨には疑

問の余地が残る。ただし、論旨の展開にぶれがなく、ディベートの組み立

て方が肯定側よりもやや長けていたため、否定側の勝利となった。
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○優勝：東亜大学 Lifeチーム（東亜大学） 

参加チーム感想                                   

 
 

○準優勝： front of WOODz（神戸学院大学） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○第 3位： BODY（神戸学院大学）、広島四季が丘自主防災チーム 

 

 

 

 

 

正直、「優勝は東亜大学」と言われた時何が起こったかわかりませんでした。 

そのあとは悔しさでこみあげてくるものが抑えられませんでした。 

我々前林ゼミはロジ側を含め様々な準備や事前指導に参加しました。 

我々が率先した事前指導もありました。そういった意味でプレッシャーはありましたしいろいろ方向変換も余儀なくされました

がその度に頼りになるゼミメンバーとともに乗り越えてきました。 

ロジ側に回ってくれた仲間のためにも自分たちのためにも優勝することできっとなにかあるに違いないと思い、やってきました

が、準優勝という結果に終わってしまいました。 

優勝することで得られる事は得られなかったかもしれませんが、準優勝だからこそ得られたものもあるように思います。この悔

しさをバネに次はさらに努力して優勝をいただきたいと思います。 

ありがとうございました。                        Front of woodz (woodz) 代表 天野 誉大 
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○実行委員長特別賞： MAIKO GIRLS（兵庫県立舞子高等学校） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

○舩木ゼミチーム（神戸学院大学）            ○東北福祉大チーム（東北福祉大学） 

    

 

○チーム関大（関西大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初めてディベート大会に参加したので、分からないこともたくさんありました。準備も思うように進まず、苦労したこともたくさんありま

した。 

本番の 1回戦では、緊張して思うように言葉にできず事前にもっと準備していればと後悔しました。  

2回戦は、少しリラックスしてできたと思います。大学生の方の考えていることが難しく、試合になったかわかりませんが・・・。 

このような貴重な体験をさせていただいて、学んだこともたくさんありました。賞を貰えた時は本当に嬉しかったです。 また機会があれば、

4人でディベート大会に参加したいです。 ありがとうございました。 

MAIKO GIRLS 

私にとって初めてのディベートでした。論題が難しくて悩みましたが、本当に参加できてよかったです。1 つの防災に関する論題につい

てみんなで考えることができて、とても勉強になり、いい経験になりました。また参加する機会があれば次は総当たり戦で戦いたいです。

ありがとうございました。（小島汀） 

 

こんなに頭を使って考え事をしたのは、久しぶりでした。一つの言葉を解釈するのに、辞書を引き、本を読み、なかなか大変な作業でし

た(笑) 今回ディベート大会に臨めたのは、一緒に頭をフル活用してくれる後輩がいたから。ステキなアドバイスを下さる先生や先輩が

いたから。アドバイスだけではなく、当日応援に来てくれる友達がいたからだと思います。みなさん、本当にありがとうございました。

（石田夏樹） 

 

今回のディベート大会に参加させていただき、本当にありがとうございました。3 月に入ってからの毎日は、文字通り、ディベート一色

の毎日でした。しかし、こんなにも 1 つのことに取り組んだのも、考えたのも久しぶりで、楽しい毎日でした。残念な結果に終わりまし

たが、結果だけがすべてなのではなく、そこに行き着くまでの過程が大事なのだと、仲間に、それから支えてくれた周りの皆さんに教わ

りました。次また機会があれば、是非参加したいし、今度は総当り戦で様々なチームと戦ってみたいです。本当にありがとうございまし

た。（中川夏姫） 

 

今回のディベートに参加して、自分の自己満足が浮き彫りになった。今回のテーマが「防災」ということで、自分なら防災ボランティア

などをしているから大丈夫だろうという気持ちがあったが、知識の少なさを思い知った。こんないい加減なまま震災を語り継ぐと言って

いた自分を恥ずかしくも思った。でも見直すべき点が見つかった今、これからの活動の中で知識の面をしっかりして、本当の意味での語

り継ぎをしていきたい。（服部征司） 
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○久田研・村上研合同チーム（工学院大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○TKK連合チーム（東北福祉大学、工学院大学、神戸学院大学）○ちーむカンボラ（神戸学院大学附属高等学校） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

○佐用高校生徒会（兵庫県立佐用高等学校）        ○都市工学科（滋賀県立彦根工業高等学校） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

今回のディベートで、今まで知らなかった事をたくさん知る事ができました。 

同年代の人たちとディベートを行う事で、お互いにいい刺激になり、良かったと思います。 

ディベートの技術は、この先とても役に立つものであり、今回のような経験はめったに出来ない事なので、とても貴重な経験になりまし

た。事前の準備から当日の本番まで、とても楽しかったです。 

今回は第 1 回目でしたが、2 回、3 回と続けて行くべきだと思います。その時はまたこのメンバーで参加し、リベンジを果たしたいと思

います。今回は 15 チームの参加でしたが、もっと規模を大きくしてもいいのではないかと思います。 
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○滝川第二高等学校ｲﾝﾀｰｱｸﾄｸﾗﾌﾞ（滝川第二高等学校）  ○RARA PROJECT MAIKO（兵庫県立舞子高等学校） 

  
 

 

本大会では、ディベート選手として活躍し、また審査経験の豊富な企業経営者ほかの皆さまに審査員を務めていただきました。 

審査員の皆さま                                         

この場を借りまして、多大なご協力に感謝申し上げます。 

【審査委員長】岡野勝志氏（株式会社プロコンセプト研究所 代表取締役） 

【審査員】香川裕嗣氏（琴平自動車株式会社 代表取締役）、竹末耕三氏（竹末洋紙株式会社 専務取締役）、鈴木昭彦氏（株式会社

ネクストン 代表取締役）、高畑欽哉氏（株式会社エクスト 代表取締役社長）、須釜幸男氏（東亜大学医療学部医療工学

科救急救命コース 専任講師）、汐崎英治氏（有限会社レイステック 代表取締役）、金山昇司氏（株式会社インテックス 

代表取締役）、橋本光一氏（株式会社 3.3Design 代表取締役）、宮耕氏（アークアカデミー大阪校・大阪梅田校・京都校 

校長）、山下斎文氏（未輝建設工業株式会社 代表取締役）、榮村聡二氏（榮村税理士事務所 所長）、下村裕美氏（blossom 

マネージャー）、喜多繁幸氏（キタデンシ株式会社 代表取締役）、相馬江氏（株式会社クリエイティブサービス インタ

ーナショナル 代表取締役社長）、伊藤美由紀氏（アイフィナンシャルサービス 代表）、蓮尾耕司氏（株式会社リバティ 

代表取締役）、立石賢之氏（有限会社立石塗装店 取締役）、野川正克氏（センチュリー21株式会社メイクス 代表取締役） 
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第 1 回防災・社会貢献ディベート大会実行委員会 


